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県
内
全
域
で
の
通
貨
交
換
を
完
了
す

る
ま
で
の
様
子
を
、
当
時
の
職
員

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
な
ど
で
解
説
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
展
示
の
開
催
は
二
〇
二
二
年

十
二
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
、
開
館

時
間
は
支
店
営
業
日
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
で
す
（
入
館
無
料
）。

詳
細
は
日
本
銀
行
那
覇
支
店
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会

（
第
四
回
）」
を
開
催
（
五
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
五
月
二
十
三

日
に
標
記
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
会
合
で
は
、
①
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

送
金
の
改
善
に
向
け
た
国
際
的
な
取

り
組
み
や
、
②
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対

策
（
注
）
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
①
で
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金

の
課
題
（
コ
ス
ト
、
ス
ピ
ー
ド
、
ア

ク
セ
ス
、
透
明
性
）
の
改
善
に
向
け

て
、
昨
年
Ｇ
20
で
合
意
さ
れ
た
定
量

的
な
目
標
関
連
の
議
論
を
含
め
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的
な
取
り
組
み
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
国
際
的

な
取
り
組
み
の
重
点
が
、
課
題
の
背

景
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
か
ら
、

改
善
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
に
移
る
た
め
、
官
民
の
協
調

が
一
層
重
要
に
な
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。参
加
者
か
ら
は
、ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
送
金
ビ
ジ
ネ
ス
の
改
善
に
向
け

て
、日
本
で
取
り
組
み
を
進
め
る
際
、

海
外
の
取
り
組
み
も
参
照
し
得
る
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。ま
た
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応

す
る
と
い
っ
た
、
日
本
固
有
の
商
習

慣
な
ど
を
意
識
す
べ
き
と
の
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
②
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
策

に
つ
い
て
、
国
際
的
な
議
論
や
、
高

度
化
に
向
け
た
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
実

証
事
業
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

高
度
化
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
が
増
え
る
中
、
幅
広
く

Ａ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｆ
Ｔ
対
策
の
高
度
化
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
と
の
見
方
も
示

さ
れ
ま
し
た
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム 

デ
ジ
タ
ル
通
貨
分
科
会
： 

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
支

え
る
技
術
（
第
四
回
会
合
）」

を
開
催
（
六
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、
六
月
二
日
、

標
記
分
科
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
企
業
な
ど
で
最
先
端
の
研
究
や

実
務
に
携
わ
る
方
々
か
ら
、
中
央
銀

行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）
に

活
用
し
得
る
具
体
的
な
技
術
や
取
り

組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
セ
ッ
シ
ョ
ン
①
で
は
、
最
近
注
目

が
高
ま
っ
て
い
る
「
組
み
込
み
型
金

融
」と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
関
係
に
つ
い
て
、

有
識
者
の
方
々
か
ら
最
新
の
業
界
動

向
を
交
え
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
②
で
は
、
Ｃ
Ｂ

Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
と
な
る
「
台

帳
」
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
形
式
な
ど

の
技
術
的
側
面
を
中
心
に
有
識
者
の

方
々
と
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
③
で
は
、
デ
ジ
タ

那
覇
支
店
開
設
五
〇
周
年 

記
念
展
示
を
開
催
中

▼
一
九
七
二
年
の
沖
縄
の
本
土
復

帰
と
と
も
に
開
設
し
た
那
覇
支
店

は
、
本
年
五
月
十
五
日
に
開
設
五
〇

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
支
店
の
展
示
広
場
に
特
別
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
支
店

開
設
時
の
重
要
な
任
務
の
一
つ
で

あ
っ
た
米
ド
ル
か
ら
円
へ
の
通
貨
交

換
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
東

京
か
ら
五
四
〇
億
円
、
コ
ン
テ
ナ
に

し
て
一
六
一
個
分
の
現
金
を
運
び
、特別展示コーナーの様子

（
注
）�

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
テ
ロ

資
金
供
与
対
策
を
指
す
。



34NICHIGIN 2022 NO.71

ト ピ ッ ク ス

ま
し
た
。

▼
一
八
八
二
年
日
本
銀
行
開
業
の
地

（
日
本
橋
箱
崎
町
）、
そ
し
て
現
在
の

日
本
銀
行
本
店
の
地
、
い
ず
れ
も
、

日
本
橋
川
の
水
辺
の
立
地
で
す
。

▼
明
治
初
期
の
試
行
錯
誤
の
中
で
、

貨
幣
・
金
融
制
度
が
整
備
さ
れ
、
日

本
銀
行
が
誕
生
す
る
ま
で
の
歩
み

を
、
明
治
初
期
の
日
本
橋
川
沿
い
を

描
い
た
錦
絵
と
共
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

※ 

開
館
日
等
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ル
時
代
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

相
互
運
用
性
と
標
準
化
に
つ
い
て
、

同
様
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
決
済
シ
ス

テ
ム
レ
ポ
ー
ト
別
冊
（
本
年
三
月
公

表
）の
解
説
と
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
と
し
て
は
、
企
業
の
皆

さ
ま
が
有
す
る
最
新
の
技
術
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
習
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
実
証

実
験
や
制
度
設
計
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
Ｃ

Ｂ
Ｄ
Ｃ
の
検
討
に
関
す
る
連
携
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

▼
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
事
概
要
な
ど

は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
水
辺
再
生
へ
の
機
運
が
高
ま
り
つ

つ
あ
る
現
在
、
貨
幣
博
物
館
の
隣
を

流
れ
る
日
本
橋
川
周
辺
で
も
新
し
い

街
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
銀
行
の
創
設
前
、
日
本
橋
川
周

辺
に
は
三
井
組
、
第
一
国
立
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
の
大
建
築
が
次
々
と

建
て
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
含
む
水
辺
の

風
景
を
描
い
た
錦
絵
が
多
く
描
か
れ
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■エッセイでは、小説家の恩田陸氏にご寄稿いただ
きました。私もその一人ですが、鋭いご指摘に共感
された方も多いのではないでしょうか。
■対談では、ポール・クルーグマン、トマ・ピケティ
の翻訳などで知られる山形浩生氏と若田部昌澄副総
裁にお話しいただきました。才能を開花させるきっ
かけ、仕事と遊びの境界の定め方やその相乗作用、
さらには、スペシャリストとジェネラリストの役割
分担など、いずれも興味深い話題について率直なや
り取りをしていただきました。
■インタビューでは、華道家の假屋崎省吾氏を取材
しました。今や世界を股にかけてご活躍しておられ
ますが、ここに至る道のりは決して平たんではなかっ
たそうです。ただ、その過程において、「直感を信じ、
集中して取り組む。時には早く諦めて切り替えた方
が良いこともある」というお考えを実践しておられ、
とても潔いと感じました。
■地域の底力では、和歌山県の有田川町を取り上げ
ました。町を愛する住民の皆さまが、自ら町の未来
を考え、行政と一体となって取り組むことで、変化
を生んでおられます。まさに地域の底力を感じる内
容となっています。 （上口）

1882 年水辺に開業した日本銀行遠景

貨
幣
博
物
館 

に
ち
ぎ
ん
一
四
〇
周
年
企
画
展

「
水
辺
の
風
景
と
日
本
銀
行 

― 

日
本
橋
川
と
中
央
銀
行
誕
生 

ま
で
の
あ
ゆ
み 

―
」開
催
中
！

二
〇
二
二
年
十
二
月
四
日（
日
）ま
で

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケート
よりお寄せください。
日本銀行のホームページからもご回答いただけます。




